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は握力、5m最大歩行時間(MWS)、Functional Reach Test(FRT)、開眼片脚立ち時間(SLG)、Timed 
up and go(TUG)、30-Second Chair Stand Test(30CST)である。対象者を転倒の有無で２群に
分け比較した。各体力検査成績の結果を説明変数、転倒の有無を従属変数として Receiver 
Operation Characteristic(ROC)曲線を作成し、Area Under the Curve(AUC)および転倒リス
ク基準値を計算した。そして、体力検査成績の結果を転倒リスク基準値により 2群に分け、
転倒の有無を従属変数としてロジスティック回帰分析を行い、転倒リスク基準値超に比べて
転倒リスク基準値以下の場合の転倒する Odds ratio (OR)および 95% confidence interval 
(95% CI)を計算した。また、転倒リスク基準値以下であった体力検査の項目数と転倒の有無




3.4秒、ORは 3.714(1.527-9.035)で、FRTの転倒リスク基準値は 20.6cm、ORは 2.492 
(1.051-5.908)で、SLGの転倒リスク基準値が 8.4秒、ORが 6.848(2.228-21.043)で、TUGの
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精神病院入院の患者 121 人に対し、握力、最大歩行時間、開眼片脚立ち時間、TUG，FRT, 
30CST の６項目を測定し、転倒のありなし群で比較し ROC 解析で検討した。各項目の基
準値を設定するとオッズ比が 2.5〜6.8 であり、基準を満たす項目数が４個以上になると転
倒のオッズ比が 10 以上と転倒リスクが高くなる。 
3)研究方法、倫理 
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